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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Airway reconstruction using decellularized tracheal allografts in a porcine model 
     （幼若ブタ脱細胞化気管を用いた気道再建） 
 
 
 本研究では、ブタ脱細胞化気管をもちいて、パッチグラフトとして同種他家移植を行
い、コントロール移植気管と比較したもので、移植後11週で内視鏡を施行し脱細胞移植
気管は内腔に縦長の変形を認めたものの、コントロール気管と比較すると狭窄、変形は
軽度であることを明らかにした。Hematoxylin Eosin染色、Toluidine Blue染色では脱細胞
気管パッチグラフトを裏打ちするように内側に新生軟骨細胞が認められるのに対して、
コントロール気管では新生軟骨細胞は認められたが、拒絶によりグラフトとともに破壊
されることが示された。 
 審査では将来的なヒト臨床応用に異種移植を想定しているかが問われ、脳死ドナーを
用いて同種他家移植の予定であると回答された。先天性気管狭窄のモデル動物に関する
質疑では外科的に作成した狭窄モデルしかないことが回答された。全周性の気管グラフ
トモデルではないことに関する質疑では、文献的に全周性モデルは1か月以内に全例死亡
しているので、パッチグラフトモデルとしたと回答された。これに対して、パッチ以外
の1/2-2/3周の気管の成長につき質問され、パッチを含めた断面積の測定では狭窄には影
響していないと考えられると回答された。肉芽を抑制する方法に関する質疑では、肉芽
形成前に軟骨や線毛上皮の新生を進めることで肉芽形成を防ぐことができると考えら
れ、一時的にステント留置についても検討中であると回答された。 
 脱細胞化気管軟骨内の細胞残存に関する指摘に対しては、軟骨は固く厚みがあるので
完全な脱核にはならないが、細胞は残存してもほぼ死滅しているので、免疫拒絶にはな
らないと考えていると回答された。抗原性の低い他材料による人工気管との比較やグラ
フトの血流に関する質疑では、強度や構造の問題では脱細胞気管がより生理的な構造で
あり、頸筋膜下に脱細胞化気管を移植して新生血管付きグラフトを作成することも考え
ていると回答された。脱分化気管の細胞外基質マトリクスの抗原性や高圧下での気管構
造破壊に関する質疑があり、抗原性の高い組織は除去されており、強度試験はしていな
いが弾力や触感は気管と損傷ないことが回答された。 
 軟骨再生に関してレシピエント細胞の遊走あるいは異所性増殖ではないかとの指摘が
あり、さらにこの組織の機能につき質問されたが、1年の長期モデルではレシピエント軟
骨の断端から軟骨の伸展が認められており、更に細胞増殖因子などを使用して軟骨を伸
展していくことで気道保持機能の獲得を期待している旨、回答された。 
 今後の方向性について、より完全な新生軟骨再生の確認を目指し、さらなる長期モデ
ルやFibroblast Growth Factorなどの細胞増殖因子の補充を検討中であると回答された。 
 以上、本研究には長期の再生気管の状態など検討すべき課題は残すものの、脱細胞気
管が気管再生においてすぐれた足場になる可能性を示した点において、非常に有意義な
研究であると評価された。 
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